
新産業廃棄物最終処分場の整備検討経過

新産業廃棄物最終処分場整備のあり方検討委員会

県幹部で構成する処分場整備候補地選定会議

県が日立市諏訪町（日立セメント太平田鉱山跡地）を候補地として公表
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候補地を３箇所に絞り込み

３名の専門家を委員に加えて、46箇所の候補地を評価選定

・候補地３箇所から１箇所を選定

「新産業廃棄物最終処分場整備のあり方に対する基本方針」公表

「産業資源循環協会」が公共関与の最終処分場確保を県に要望

（県資料より作成）
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